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男児尿道 口に発生 した尖圭 コンジローマの1例
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   A 4-year-old boy was referred for treatment of papillary tumor at the urethral meatus. He was 
well until December 1990, when his mother noticed a tumor at the urethral meatus. The tumor 
was resected elsewhere. However, a similar tumor was noted again at the urethral meatus in May, 
1991. 
   The patient was admitted on September 16, 1991. Retraction of the phimotic foreskin revealed 
a well-demarcated papillary mass, approximately 2 x 2 mm in diameter, at the urethral meatus. 
There were no tumors on foreskin or glans. Under general anesthesia endoscopy was performed 
to locate other tumors at the urethra and bladder. No tumors were found elsewhere. Then the 
meatal tumor was resected surgically. Pathology was condyloma acuminatum. There was no 
recurrence one year after surgery. 

   We also reviewed 24 boys with condyloma accuminatum, including 13 boys with a solitary 
condyloma at the urethral meatus, reported in Japan. 

                                                  (Acta Urol. Jpn. 39: 479-481, 1993) 
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緒 言

尖圭コンジローマは しばしばみられる疾患だが,小

児では比較的稀である.し かし,小 児の報告は最近徐

々に増えている,わ れわれは,最 近男児の尿道 口に限

局した尖圭コンジローマの1例 を経験したので若干の

文献的考察を加え報告する.

症 例

患者14歳,男 児

主訴:陰 茎先端部腫瘤

家族歴 ・既往歴:特 記すべきことなし

現病歴:1990年12月 頃,排 尿時痛があり,母 親が尿

道の腫瘤に気付いていたが,放 置していた.し か し,

増大してきたので近医を受診し,切 除術を受けたが,

1991年5月 頃 より同一部位に再発を認めたので,9月

に当科を受診 した.手 術目的で1991年9月19日 入院と

な った.

入 院 時 現 症:身 長104.4cm,体 重16kg,全 身 状 態

は 良 好.胸 部,腹 部 と もに異 常 所 見 は 認 め られ な か っ

た.仮 性 包茎 が 認 め ら れ た の で,包 皮 を反 転 させ る

と,外 尿 道 口 に 径 約2×2mmの 乳 頭 状 腫 瘍 を 認 め

た(Fig.1).

検 査成 績=血 算,生 化学 お よび 尿 検 査 に て異 常 所 見

は み られ なか った.

手 術 所 見:9月20日,全 麻 下 に 内視 鏡 に て尿 道,膀

胱 を 検 索 した が,他 に腫 瘍 は み られ な か った.つ い で

尿 道 の腫 瘍 を 切 除 し,止 血 を 確 認 した 後,5-0プ レー

ンに て 結 節 縫 合 し,10Fr.フ ォ ー リー カ テ ーテ ル を

留 置 して手 術 を 終 了 した.

病 理 所 見:koilocytosisとparakeratosisを 伴 う

肥 厚 重 層 扁平 上 皮 の 中 に,papiliarynatureを 有 す

る移 行上 皮 層 が み られ,尖 圭 コ ン ジ ロー マ と診 断 され

た(斑g.2).



480

＼

せ

♂ 戦,

魏
鰍
～幽

イ

麟
妻

み

泌尿紀要39巻5号1993年

!

Fig.1.Papillarytumoratthemeatus
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Fig.2.Histologyoftheresectedtumor

術後経過:術 後1日 目に歩行可能とな り,9月24日

に退院 した.そ の後外来にて,定 期的に経過観察 して

いるが,術 後約1年 経った現在再発は認められていな

い.

考 察

尖 圭 コ ソ ジ ロー マ は ヒ ト乳 頭 腫 ウイ ル ス(human

papillomavirus,HPV)に よる 涜贅 で性 行 為 感 染 症

(sexuallytransmitteddisease,STD)1・2・6・7)で あ り

好発 年 齢 は20歳 代 か ら40歳 代 で あ り2,5),小 児 にみ ら

れ る こ とは 比 較的 稀 であ る7).今 回わ れ わ れ が経 験 し

た 男児 本邦 報 告例 と して は,24例 目と思 わ れ る.以 下

これ ら24例 に つ い て述 べ る.

年 齢 は1～5歳 が,20例(83.3%)と 最 も多 く,乳

幼 児 が 大部 分 を 占 め て い た.つ い で6～10歳 が3例

(12.5%),ll～15歳 が1例(4,2%)で あ った ・

主訴については,腫 瘤または腫瘍が19例(79.1%)

と最 も多 く1・2・7),出血が3例(12.6%),掻 痒感が2

例(8。3%)で あ った.

発生部位は外尿道口が13例(54.2%)で 過半数を占

めてお り,亀 頭部および包皮内板が6例(25.O%)と

ついで多かった.他 の5例 は亀頭部,冠 状溝,包 皮内

板などにも多発 していた.

腫蕩数については,単 発は14例,多 発は10例 と単発

が若干多かった.

治療法では,切 除および電気焼灼が12例 と半数を占

めており切除のみが5例(20.9%),切 除 および電気

凝固が4例(16.6%),電 気焼灼 ない し電気凝固のみ

が3例(12.5%o)で あ った.以 上より切除の行われた

症例は21例(87.5%)で ほ とんどの症例で切除術が施

行された1・2・5-7).

つ ぎに外尿道口にのみ発生 した13例 の尖圭コンジロ

ーマについても同様に検索した,

年齢別では1～5歳 が10例(76.9%)と 乳幼児に多

くみられている.主 訴は,陰 茎先端部腫瘤および腫瘍

が4例(30.8%),外 尿道口腫瘤が3例(23.1%)と

なっている.再 発に関しては,再 発なしが9例 と大部

分を占めてお り,再 発のみ られた ものは3例 であっ

た.治 療法は,切 除および電気焼灼が6割(46.2%)

と過半数を占めており,切 除の行われた症例は10例

(76.9%)で,ほ とんどの症例で切除術が施行されて

いた.ま た,尿 道膀胱鏡が施行されたのは13例 中2例

であった.

本疾患は尿道や膀胱にも発生することがあるので,

小児にお いて も尿道 口に発生した尖圭コンジローマ

に関しては可能なかぎり,内 視鏡検査による下部尿路

の検索を行うべきであ ろ う.本 疾患は性行為感染症

(STD)の 一つ であ るが,小 児の場合の原因は不明

なことが多い.家 族内感染,性 的虐待などが原因と考

えられているが3・4),本邦報告例では原因について記

載 してあるものはほとんどない.自 験例でも,母 親よ

りの問診では原因は断定できなかった.今 後,原 因に

ついても探索する必要があると思われた.

結 語

L4歳 男児の尿道口に発生した尖圭コンジローマの

1例 を報告した,

2.本 邦における男児の尖圭コンジローマ23例 と自験

例を加えた24例 について検討した.

3.さ らに尿道にのみ発生した13例 についても検討し

た,

4.本 邦においても小児の尖圭コンジローマの報告は



高 月,ほ か=尖 圭 コ ソジ ロー マ 。尿 道

徐々に増えている.

5.尿 道尖圭コソジローマの患者に対しては尿道膀胱

鏡検査を行 うぺきと考える,

本論文の要旨は,第1回 日本小児泌尿器科学会(1992年7

月10日,名 古屋)で 発表 した.
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